
　普段の駅立ちでも、4年に1度の選挙の時も半袖・短パン

やジャージという格好ですが、市役所ではどんなに暑い

時でもネクタイはしています。これは委員会での一こま。
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　本名たかむらともや。

たかやんは五中の教え子

達がつけてくれたあだ名。

「教育を語らせたら、止まら

ない男」。東京青山で生ま

れ、新宿で育つ。新宿区立

西戸山中学校で河合隆慶

先生との運命の出会いがあり、超悪ガキが勉

強を始める。北海道大学3年生の時に、突然教

師を目指し始め、猛勉強。北大を奇跡的に卒

業し、いきなり五中の一期生、3年4組を担任す

る。1981年、ＮＨＫの「おはよう広場」にあの尾

木ママと出演。五中の１年２組が紹介された。

　趣味は子ども達と一緒に勉強すること。現

在、糖尿病と格闘中。日々５キロ走り、トレーニ

ングを積んでいる。今はテニスにのめり込み、

年齢別の日本一を目指している。好きな女優

はハン・ヒョジュ。本田翼。

８月31日現在、身長175cm、体重69kg、体脂

肪率15％。小さい頃、絶対になりたくなったも

のは「教師」と「政治家」と「ＰＴＡ会長」（笑）
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消費税増税
　いよいよ来年の4月からの消費税増税が現実味

を帯びてきました。消費税が３％上がるということ

は事業者にとって、どういうことなのか・・・。消費税

といいながら、納税義務者は事業者にあるのです

から、これは大変なことです。仮に３０００万円の売

り上げがあったとしても、仕入れや人件費に３０００

万かかれば、儲けは0円です。それでも売り上げの

３000万円に５％の税金がかかる。それが消費税

です。今までは１50万だった消費税が２４０万にな

るのです。1円の儲けがなくても240万納税する。

それが消費税の怖さなんです。大企業のように本

当に儲かっているところの法人税は下げ、小さな事

業所からは儲かってなくても搾り取る。それが消費

税の正体です。消費者も３％上がれば大変ですが

、我慢して高いものは買わないという選択ができま

す。給料が上がっていれば買う事はできるかも知

れませんが、国民の平均給料はどんどん下がって

います。無い袖は振れないので、当然、消費は冷

え込んでいきます。一方で、消費税には仕入れ税

額控除というものがあります。仕入れに払った消費

税を控除するシステムですが、正社員の給与はそ

の対象になりません。しかし、派遣社員であればそ

の対象になります。そこで、大企業はどんどん正社

員を派遣社員にしていくのです。さらに輸出戻し税

といシステムがあります。海外の消費者に日本の

消費税を払わせることはできません。輸出による

所得に消費税はかかりませんが、その仕入れにか

かった消費税は還付される仕組みがあるのです。

2010年度のトヨタの還付金は2200億円というから

半端ではありません。大企業の下請けは消費税分

を飲まされて納入しないと契約を打ち切られてしま

う関係にあります。消費税は強いものに有利に働

き、弱い者には不利に働くのです。「消費税を上げ

ないと大変だ！」と煽る人たちの顔を見てください。

新座市に大企業はありません。新座市で頑張って

いる小さな事業所を守る為にも消費税増税には反

対しなければならないのです。



読み終わりましたら、お知り合いの方にさしあげてください m(_ _)m

涙

五中でも六中でも先生達の背中から子ども達への

愛が感じられました。そして、体育祭を成功させる

んだ！という気合が感じられました。五中を愛し、

六中を愛してきたことは誰にも負けません。誰が何

と言っても、僕が一番愛してきた！そう言い切るこ

とができます。五中の１０年間、そして六中の１０年

間は僕の宝物でした。五中の子ども達、六中の子

ども達が僕の宝物なのです。その思いが、後輩の

若い先生達に受け継がれている、そう感じた時、ま

た涙が出てきました。三中にも僕が愛した教え子

がちゃんと僕の背中を受け継いでくれていました。

　今月14日（土）は市内５校の体育祭。僕は六中・

三中・五中の三つの学校に行きました。今も昔も

体育祭に涙はつきものなのですが・・・今年も、泣

かせてもらいました。五中でも六中でも二中でも、

子ども達と一緒に体育祭に燃えていた教師だった

からからかも知れません。中学生の本質は今も昔

も何も変わっていない・・・そう思いました。

背中

はだしのゲン

ライバル

　写真は五中赤団の演技です。昔は毛布を使って

人間を打ち上げましたが、この日は人の力で打ち

上げていました。そして下の写真のピラミッド。団長

が赤い旗を振ったところで涙が出ました。やるなあ

、五中生。僕らが作ってきた応援団の伝統をちゃ

んと受け継ぎながら、新しいものを作り出している

彼らに感動しました。同じ五中人として、誇りに思い

ます。

　”光があります　豊かです　みどりがありますしず

かです　流れがあります　綺麗です”

　神さん！神さんが五中の子達に教えた校歌は今

も五中の校庭で響き渡っているよ。神さんの魂は

五中の子ども達にちゃんと受け継がれていますよ。

　赤団の素晴らしい演技の裏にはライバル黄組の

素晴らしい演技がありました。黄組統率のとれたチ

ームワークがあったからこそ、赤団はそれに負けま

いと練習を繰り返し、この演技に繋げたのです。五

中の紅白の応援団の伝統はそういう意味でも立派

に生きていました。新座の全ての中学生が体育祭

で泣く。先生達も親も感度して泣く。そういう日が来

る事を願っています。
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